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≪研究 口知識普及の概要≫

本研究では,緑内障など視野異常を有する患者の自動車運転能力を,臨床現場で簡易かつ客観的に

評価できるシステムの開発に取り組む

臨床現場で使えるように,簡 易な ドライビングシミュレータ (本 田技研 セーフティナビ
Glaucoma edition)を ベースにする これは,すでにいくつかの眼科で実際に使われているが,これ
までは障害物に対するブレーキ反応のみを評価するにとどまっていた

本研究では,アイ トラッキングシステムと組み合わせ,被験者が運転画面のどこを見ているのかを

特定する さらに,視野検査結果と組み合わせ,運転画面の中のどこが見えていて,ど こが見えてい
ないのかを視覚化する.また,ドライビングシミュレータの計算結果から,障害物が運転画面内のど

の位置にあるかを特定し,その障害物が見えているのか見えていないのかを明らかにできるようにす

る これによって,障害物への対応が失敗した場合に,見えていたのに単に反応が遅れたのか,見え
なくて反応できなかったのかを区別できるようになる

このシステムによって,患者の視野異常が自動車運転に与える影響を,客観的に評価できるように

なると期待される.


